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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
予
防
接
種
を
実
施

　
昭
和
五
十
二
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
下
表
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

該
当
者
　
満
三
歳
以
上
十
五
歳
ま
で

　
　
　
　
　
の
希
望
者
で
、
特
に
集

団
生
活
を
し
て
い
る
者

料
金
（
予
定
）
　
三
歳

か
ら
小
学
校
入
学
前
の

者
一
回
百
三
十
円
小

学
校
一
年
か
ら
中
学
校

一
年
ま
で
の
者
一
回
百

九
十
円
　
中
学
校
二
年

以
上
の
者
一
回
三
百
十

円
。禁
忌
　
有
熱
者
、
病
後

衰
弱
著
し
い
者
、
ア
レ

レ
ル
ギ
ー
体
質
特
に
鶏

卵
ア
レ
ル
ギ
ー
の
者
、

生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
又

は
接
種
を
受
け
て
一
ヵ

月
を
す
ぎ
な
い
者
、
そ

の
他
医
師
が
不
適
当
と
認
め
た
者
。

※
体
温
測
定
、
母
子
健
康
手
帳
、
印

か
ん
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。

※
こ
の
予
防
接
種
は
希
望
者
全
員
二

回
接
種
と
な
り
ま
す
。

珠
田
分
校
区

馬
場
小
学
校
区

水
沢
小
学
校
区

り十

よ日

り町

西（
側本
）町通

赤
倉
分
校
区

大
池
小
学
校
，区

り十

よ日

り町

東＿
側本
）町通

真
田
小
学
校
区

鐙
島
小
学
校
区

中
条
小
学
校
区

野
中
小
学
校
区

塩
の
又
分
校
区

六
箇
小
学
校
区

東
下
組
小
学
校
区

名
ケ
宗
穫
区

吉
田
小
学
校
区

川
治
小
学
校
区

八
箇
小
学
校
区

枯
木
又
分
校
区

飛
二
小
学
校
区

飛
一
小
学
校
区

東
小
学
校
区

下
条
小
学
校
区

実
施
地
区

　11
　月（月）28

　日

　11
　月休）24

　日

11

月
㈹22

日

　11
　月㈲14
　日

　11
　月囲　11

　日

　11
　月㈱　10

　日

　11　月㈱　9
　日

　11
　月㈹8

　目

一
回
目

　12
　月㈲5

　日

　12
　月休）1
　日

11

月
㈹29

日

　11
　月（月）21

　日

　11
　月囲　18

　日

　11
　月㈱　16

　日

　11
　月困　17
　日

　11
　月㈹15
　目

二
回
目

3
時
1
0
分
～
3
時
2
0
分

2
時
4
0
分
～
3
時

1
時
30
分
～
2
時
3
0
分

1
時
30
分
～
2
時
30
分

2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

2
時
～
2
時
1
0
分

1
時
30
分
～
2
時
3
0
分

3
時
4
0
分
～
3
時
5
0
分

2
時
～
3
時
3
0
分

1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分

3
時
2
0
分
～
3
時
30
分

2
時
4
0
分
～
2
時
50
分

2
時
～
2
時
1
5
分

2
時
～
2
時
3
0
分

3
時
～
3
時
1
5
分

2
時
～
2
時
3
0
分

2
時
～
3
時

1
時
4
5
分
～
2
時

3
時
2
0
分
～
3
時
3
0
分

2
時
50
分
～
3
時

2
時
～
2
時
1
5
分

1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分

1
時
5
0
分
～
2
時
2
0
分

受
一
付
午
毯
時
間

珠
田
分
校

馬
場
小
学
校

水
沢
出
張
所

青勤

少労

年
ホ
1
ム

赤
倉
分
校

大
池
小
学
校

青勤

少労

年
ホ
1
ム

真
田
小
学
校

鐙
島
小
学
校

中
条
小
学
校

野
中
小
学
校

塩
の
又
分
校

六
箇
小
学
校

東
下
組
小
学
校

名
ケ
山
小
学
校

吉
田
小
学
校

川
治
公
民
館

八
箇
小
学
校

枯
木
又
分
校

飛
二
小
学
校

飛
一
小
学
校

東
小
学
校

下
条
出
張
所

実
施
会
場
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事
業
名

1011
㈱日月

1011
困日月

1111
働日月

1111
㈹日月

1511
㈹日月 9　11困日月 8　11㈹日月

期
日

i27翁23　20　13　6　安3　　i
…目藷日日日日皆日鞘

il濡爵㍑1郵謂識懸i
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～覆

瀦
半半

～釜
1。岩1

聾

～覆

編
半

～釜

1。男1

噸

午
～後

2　1
時時半

　午～
　後1　　　1
時　　時
半

　午～
　後2　　　1
時　　時
半

受
付
時
間

吉
田
出
張
所

水
沢
出
張
所

下
条
出
張
所

中
条
公
民
館

十
日
町
公
民
館

十
日
町
公
民
館

ホ　勤
1　労
為　青

　少
　年

会
場
名

献血車目程
11月21日（月）

十目町市役所

者月　生
　ま　後
　で　12
　の　　カ

生525
れ年

の5～3

者月月

生　　52
れ　　年
の　　　7
者　　月

生　　49
れ　　年
の　　　5
者　　月

対
象
者と　き

　　　〈午前10時～午後3時〉
ところ

吉
田
地
区

水
沢
地
区

下
条
地
区

中
条
地
区

座大治十

地井二日

区田・町
・箇・

新・川

全
域

全
域

参
集
区
城と　き　11月22日（火）

　　　〈午前10時～午後3時＞
ところ　十日町市農協十日町事業所

　　　　　　〈高田町5〉

身　　座
体　　談
測　　会
定　　終

　了
　後

内身育
科体児
検測学
診定級

くσ）く個しを3

だ方て人ま対歳
さはも通す象6
いお該知Qにヵ
。い当が　実月
で月な　施児

備
考明日といわず今献血しましよう

㎜
延
月
の
休
欝
救
懸
漢
　
㎜

…
3
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

一
（
文
化
の
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番
一

…
6
日
庭
野
医
院
（
神
明
町
）
　
…

…
　
　
　
　
8
2
の
2
7
1
1
番
皿

…
1
3
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

…
　
　
　
　
8
7
の
3
0
1
8
番
…

…
2
0
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

…
　
　
　
　
8
2
の
2
9
5
7
番
…

…
2
3
日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
三
南
）
…

一
　
（
勤
労
感
謝
の
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一
　
　
　
　
8
7
の
5
5
6
6
番
…

皿
2
7
目
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
一

…
　
　
　
　
8
2
の
3
2
7
6
番
…

陣
：
隆
：
：
：
：
：
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：
：
：
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献血車目程
11月21日（月）

　　〈午前10時～∠

十目町市役所

とき
～午後3時〉

ところ

と　き　11月22日（火）

　　　　　〈午前10時～午後3時＞

ところ　十日町市農協十日町事業所
　　　　　　　　　　〈高田町5〉

一明日といわず今献血しましよう一

○
－

・
・
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　
　
結艦

　
　
赫

．版1霧5
編集発行／十日町市役所（電話㈹7－31m毎目25日（1部6円

保
育
所
入
所
児
童
を
募
集
ノ

　
　
　
　
　
申
し
込
み
は
12
月
2
0
日
ま
で
に
＊
・

　
昭
和
五
十
三
年
四
月
保
育
所
入
所

児
童
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
市
役
所
社
会
福
祉
事

務
所
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
受
付
期
間
　
十
二
月
十
日
～
十
二

月
二
十
日
ま
で
。

　
入
所
資
格
　
十
目
町
市
に
住
民
登

録
し
て
あ
り
、
保
育
に
欠
け
る
児
童

　
提
出
書
類
　
保
育
所
入
所
申
請
書

（
用
紙
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
及
び

各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。
》

飛所簾定汰員

　
そ
の
他
　
母
親
が
内
職
を
し
て
い

る
場
合
は
、
事
業
主
の
証
明
書
が
必

要
。
ま
た
祖
父
母
、
父
母
等
が
病
気

の
場
合
は
医
師
の
診
断
書
が
必
要
。

入
所
選
考
に
あ
た
り
、
幼
稚
園
や
へ

き
地
保
育
所
に
入
園
が
決
定
さ
れ
て

い
る
児
童
に
つ
い
て
は
選
考
の
対
象

か
ら
除
外
と
な
り
ま
す
．

　
そ
の
他
詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉

事
務
所
へ
（
溶
七
－
三
一
一
一
番
）

森　山　十　北　四　北　下　鐙　高　川　十　十

園　園　園　園　園　所所所所所所所

保
去
目
所
名

3
歳

188166231211513162118 未満
児

3
歳

720　313175843511161012 以上
児

ム
口

90819194070541024323130
計

昌
　鞭脇
漣北原保育所

　市内では、来年4月
1目の開設を目ざして
つぎの保育所が新設工
事を進めています。

構造等定員所場置設設置代表者称名

　　木造平屋造
70名　　　　　　、
　　　建築面積435m

北原部落内十目町市長
市　　　立

北原保育所

　　鉄筋コンクリート

90名　　2階建
　　建築面積553㎡
　　鉄筋コンクリート

90名　　2階建
　　　建築面積548㎡

大黒沢

　　部落内
宮沢礼子
人
　
園
法
育

祉　
　
保

福
会
の
社
森

本町6丁目中村かをる
社会福祉法人

北越保育園

＊北越保育園 は今まで個人経営であって、建物等も老朽化し不便の面もあ
　一、たが、今年法人立とな1）、建物も近代的な施設が完成し、12月1日か

　r）開設される運びとなったものです。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

看
板
を
保
管
し
て
下
さ
い

　
い
よ
い
よ
降
雪
期
と
な
り
ま
し
た

が
、
町
内
に
設
置
し
て
あ
る
ご
み
収

集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
板
に
つ
い
て

は
、
雪
の
中
に
埋
め
て
破
損
す
る
事

の
な
い
よ
う
各
町
内
の
衛
生
組
合
長

さ
ん
や
班
長
さ
ん
等
の
担
当
者
が
、

看
板
を
取
り
ま
と
め
、
来
春
ま
で
保

管
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
冬
期
間
の
ご
み
収
集
に
つ

い
て
は
、
先
般
各
家
庭
に
配
布
し
た

計
画
表
の
と
お
り
、
十
二
月
か
ら
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

　
　
　
　
雑
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公
民
館
設
置
3
0
周
年
を
祝
う

　
十
日
町
市
公
民
館
は
、
旧
町
村
時

代
の
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
、
西
寺

町
の
水
月
庵
を
借
用
し
て
の
開
館
か

ら
、
こ
の
ほ
ど
創
立
三
十
周
年
を
迎

え
、
去
る
十
一
月
十
一
日
、
市
民
会

館
ホ
ー
ル
で
記
念
集
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
石
坂
教
育
委
員
長
挨
拶
の
あ
と
、

特
に
公
民
館
活
動
に
功
績
を
残
さ
れ

た
十
七
名
の
方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
永
年
に
わ
た
る
努
力
を
た
た
え

ま
し
た
。
ま
た
、
「
公
民
館
活
動
三

十
年
の
あ
ゆ
み
」
と
題
し
た
ス
ラ
イ

ド
の
上
映
や
、
お
茶
の
水
女
子
大
学

の
吉
田
昇
教
授
の
講
演
「
地
域
を
支

え
る
社
会
教
育
」
等
、
も
り
だ
く
さ

ヂ伽伽伽伽中鵬伽伽伽伽伽吻伽伽伽巾叱囎伽伽㈱助伽伽窪
§oOoOOooOoo　　　　　　　　　　　　　　§

1葉無煮（（（　　　　　旧1
ギ…）’菩蓮選挙　　緊l

l選墓灘耀聯灘晶鐵
鞍財産・教　別等による鷺耀

1撫墨簸議雛響則嚢il

l挙繍難搬欝勇潔1
§てきましたが、大正14年には納税要件　∂蟷欝§
1力轍廃さオLて25歳以上の男子に選挙権がl

lが認められました。　　　けl

l套灘慰難緯1
§その15条および44条で普通選挙を保障　　　§
§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§
§しています。　　　　　　　　　　　　　　　§
輩伽伽伽一助伽伽伽伽⑳中伽伽伽qn伽伽ゆ伽伽吻伽伽崩㊥議

ん
の
内
容
で
し
た
，

現
在
、
公
民
館
を
利
用
す
る
市
民

は
、
年
十
万
人
を
越
え
て
お
り
、
本

館
だ
け
で
な
く
、
各
地
区
館
で
も
活

発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
下
条
地
区
公
民
館
新
築
工

事
も
進
ん
で
お
り
、
三
十
周
年
を
一

つ
の
区
切
り
と
し
て
、
よ
り
い
っ
そ

う
地
域
の
集
い
の
場
と
し
て
利
用
さ

れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
方
（
敬
称
略
）

　
特
別
功
労
者

俵
谷
正
樹
（
文
部
省
社
会
教
育
官
）

横
山
宏
（
国
立
教
育
研
究
所
第
四
研

究
室
長
）
堀
恒
一
郎
（
国
学
院
大
学

助
教
授
）
松
田
鉄
夫
（
県
立
青
少
年

研
究
セ
ン
タ
ー
指
導
員
）
小
海
隆
三

郎
（
高
山
三
）
佐
野
良
吉
（
稲
荷
町

三
丁
目
）
月
岡
健
二
（
錦
町
）
故
酒

井
梅
吉
（
駅
通
り
）

　
講
師

田
村
喜
一
（
昭
和
町
一
）
田
村
泰
宏

（
昭
和
町
三
）
　
当
重
普
子
（
東
枯
木

又
）
松
岡
喜
久
（
関
口
樋
口
町
）
大

島
伊
一
（
水
野
町
）

　
永
年
勤
続
館
長

富
井
清
道
（
六
箇
山
谷
）

　
永
年
勤
続
役
職
員

小
川
元
（
尾
崎
）
春
目
忠
吉
（
樽
沢
）

小
林
勝
平
（
姿
）

　
例
年
十
一
月
頃
に
な
る
と
、
東
京
、

神
奈
川
方
面
等
県
外
に
出
稼
ぎ
に
行

か
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
．

　
今
回
は
、
出
稼
ぎ
と
国
民
年
金
に

つ
い
て
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
最
初
に
、
出
稼
ぎ
に
行
か
れ

る
方
は
、
出
発
前
に
市
役
所
市
民
課

窓
ロ
ヘ
お
い
で
下
さ
い
。
市
民
課
の

窓
口
で
は
、
出
稼
ぎ
者
が
国
民
健
康

出
稼
ぎ
者
が
会
社
を
退
職
さ
れ
る
際

会
社
か
ら
勤
務
期
間
の
証
明
を
も
ら

い
、
本
人
が
市
民
課
窓
ロ
ヘ
こ
の
証

明
書
を
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
．
市
民
課
は
、
こ
の
証
明
に
も
と

づ
き
国
民
年
金
や
農
業
者
年
金
加
入

の
手
続
き
を
と
り
ま
す
．

　
な
ぜ
こ
ん
な
手
続
き
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

保
険
の
加
入
者
で
す
と
、
㊨
と

い
っ
て
遠
隔
地
で
も
国
民
健
康

保
険
が
使
用
で
き
る
保
険
証
を

つ
く
っ
て
お
渡
し
し
ま
す
．
同

時
に
勤
務
期
間
証
明
用
紙
二
枚

を
差
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
う
ち

一
枚
は
、
出
稼
ぎ
先
の
会
社
で

厚
生
年
金
や
健
康
保
険
に
加
入

し
た
場
合
、
会
社
の
事
務
の
方
、

か
ら
就
職
さ
れ
た
日
や
厚
生
年

金
の
記
号
番
号
等
を
記
入
し
て

も
ら
い
、

の
で
す
。
家
族
の
方
は
、

出稼ぎと国民年金

　
　
　
　
家
族
あ
て
に
郵
送
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
証
明

書
と
国
民
健
康
保
険
証
を
添
え
て
市

民
課
窓
ロ
ヘ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
課
で
は
、
出
稼
ぎ
に
行
か
れ

た
方
が
国
民
年
金
や
農
業
者
年
金
加

入
者
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
年
金
に
つ

い
て
喪
失
の
手
続
き
を
と
り
ま
す
。

　
ま
た
、
も
う
一
枚
の
証
明
用
紙
は

て
、

　
そ
れ
は
、
第
一
に
国
民
年
金
と

厚
生
年
金
は
そ
の
勤
務
期
間
が

通
算
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
第
二
は
、
国
民
年
金
や
農
業

者
年
金
の
加
入
者
が
働
き
先
の

会
社
で
厚
生
年
金
に
加
入
し
ま

す
と
、
両
方
で
保
険
料
を
支
払

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
将
来
同
一
人
が
同
期

間
に
つ
い
て
両
方
か
ら
は
年
金

を
も
ら
え
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

こ
の
二
枚
の
勤
務
期
問
証
明
書

は
両
年
金
の
得
喪
関
係
を
処
理
す
る

大
切
な
書
類
で
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
お
早
目
に
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
．
な
お
、
出
稼

ぎ
に
行
か
れ
て
も
働
き
先
の
会
社
で

厚
生
年
金
や
健
康
保
険
に
加
入
し
な

い
場
合
は
、
二
枚
の
勤
務
期
間
証
明

用
紙
は
破
棄
し
て
下
さ
い
。

お出かけや出稼ぎのとき、タバコは市内で買いましょう。
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税
金
に
つ
い
て
の

　
　
　
相
談
・
苦
情
は

　
長
岡
税
務
相
談
室
で
は
、
所
得
税

や
贈
与
税
な
ど
、
税
金
全
般
の
こ
と

に
つ
い
て
出
張
相
談
所
を
つ
ぎ
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
一
切
無

料
で
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
八
目

（
木
）
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
。場
所
　
十
日
町
市
役
所

税
務
相
談
室
へ

　
　
な
お
、
当
日
お
い
で
に
な
れ
な
い

　
方
は
、
つ
ぎ
の
税
務
相
談
室
が
、
い

　
つ
で
も
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

　
し
て
い
ま
す
。

　
長
岡
市
南
町
三
町
目
九
番
一
号

長
岡
税
務
署
内
　
長
岡
税
務
相
談
室

（
盈
〇
二
五
八
ー
三
三
ー
五
二
五
二
）

福
祉
年
金
の
支
払
期
日
を
変
更

　
国
民
年
金
法
の
改
正
で
、
福
祉
年

金
の
支
払
期
日
が
十
二
月
（
希
望
で

十
一
月
）
、
四
月
、
八
月
の
十
一
目

以
降
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
一
月
に
福
祉
年
金
の
支
払
い
を

希
望
す
る
方
は
、
支
払
郵
便
局
へ
福

祉
年
金
証
書
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、

年
金
を
受
け
取
っ
て
下
さ
い
。

新
有
権
者
感
想
文
を
募
集
〃
“

　
自
治
省
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
会

で
は
、
新
成
人
と
し
て
の
感
想
、
考

え
方
並
び
に
成
人
と
な
っ
た
後
経
験

し
た
選
挙
等
で
感
じ
た
こ
と
な
ど
の

感
想
文
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

　国民年金保険料は
　　税金の控除対象になります
1加入者の納めらオした国民年金保険料は、給

　与所得者の年末調整や自営業者などが確定申

　告をするとき、申告書の社会保険料欄に、そ

　の年中に納めた金額を記載することにより、

　その額がまるまる所得額から控除され、所得

　税が減額されることになります。

　　まもなく、年末調整の時期になります。あ

　なたもこの手続きを忘れないように一。
じ

医控除される額

　昭和52年度中に納めたつぎの金額

　（1）定額保険料　52年1月～52年3月までは1

　ヵ月につき1，400円、52年4月～52年12月まで

　が1ヵ月につき2，200円

　（すべて納入して24，000円が限度）

1（2）付加保険料を納めている場合

1　（1）の額に1ヵ月につき400円を加算した額

　（限度は4，800円だから定額保険料と合わせて

　28，800円）

　（3）（1）・（2）のほか、昭和52年度中に納めた未納

1保険料や追納保険料4）総額。なお、確認のた

　め、保険料の領収書によって記入するように

1してください。また、保険料を前納している

　場合については計算を必要としますので必ず

　保険料領収書によって記入してください。

字
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
枚
以

内
応
募
資
格
昭
和
三
十
二
年
一
月
一

日
か
ら
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
も
の

受
付
期
限
　
十
二
月
三
十
一
日

提
出
先
　
市
選
挙
管
理
委
員
会

応
募
上
の
注
意
　
ω
応
募
者
の
住
所

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
お
よ
び
職

業
を
原
稿
の
末
尾
に
明
記
す
る
こ
と

ω
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん

⑥
作
品
は
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
の

た
め
自
由
に
使
用
で
き
る
も
の
と
す

る
こ
と
　
⑥
こ
の
感
想
文
募
集
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
媒
体
名
（
市

報
と
お
か
ま
ち
等
）
を
記
入
す
る
こ

と
。

歯
霧
灘
醗
、
⑬
、
㊥
⑱

樹
懸
繋
覇
　
　
　
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
　
貸
出
文
庫
を
設
置

　
自
動
車
文
庫
「
こ
だ
ま
号
」
も
冬

期
間
は
図
書
貸
出
し
を
休
ま
せ
て
い

た
だ
き
、
か
わ
っ
て
十
一
月
十
五
日

よ
り
各
地
区
に
貸
出
文
庫
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
一
ヵ
所
六
十
冊
位
の
配
本
で
す
。

ゆ
っ
く
り
こ
た
つ
に
入
っ
て
の
読
書

に
、
こ
利
用
ド
さ
い
。
な
お
、
本
の
入

替
は
道
路
事
情
等
を
見
な
が
ら
行
い

ま
す
。

　
貸
出
文
庫
配
本
所

　
飛
渡
コ
ー
ス
　
　
（
池
谷
）
曾
根
昭

治
宅
（
宇
田
ケ
沢
）
水
落
留
吉
宅

（
東
枯
木
又
）
山
田
才
治
郎
宅
　
（
西

枯
木
又
）
春
川
善
七
宅
　
下
条
コ
ー

ス
　
　
（
二
子
）
二
子
冬
期
分
校
（
慶

地
）
慶
地
冬
期
分
校
（
漉
野
）
田
村

正
徳
宅
（
水
口
）
水
口
公
民
館
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

新
田
）
上
新
田
公
民
館
（
願
入
）
願
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

入
冬
期
分
校
　
六
箇
コ
ー
ス
　
　
（
田
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

麦
）
田
麦
公
民
館
（
六
箇
）
六
箇
小
限

学
校
（
塩
ノ
又
）
塩
ノ
又
分
校
（
二
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納

ツ
屋
）
俵
山
弘
宅
（
麻
畑
）
麻
畑
公
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期

民
館
　
川
治
コ
ー
ス
　
　
（
城
之
古
）
4

城
之
古
公
民
館
（
関
根
）
南
雲
一
郎
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税

宅
（
長
里
）
風
間
文
平
宅
美
佐
島
産

コ
ー
ス
　
　
（
江
道
）
開
発
セ
ン
タ
ー
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定

（
津
池
）
津
池
冬
期
分
校
　
（
大
池
）
固

大
池
小
学
校
（
赤
倉
）
赤
倉
分
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税

吉
田
コ
ー
ス
　
　
（
南
鐙
坂
）
鐙
島
保
納

育
所
（
小
泉
）
馬
場
建
設
宅
（
山
谷
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

藤
巻
功
宅
（
稲
葉
）
児
玉
周
作
宅
　
今

中
条
コ
ー
ス
　
　
（
中
条
新
田
）
柑
沢

一
宅
（
市
ノ
沢
）
佐
藤
友
三
郎
宅

（
尾
崎
）
む
つ
み
合
所
　
水
沢
コ
ー

ス
　
　
（
野
中
）
野
中
小
学
校
（
安
養

寺
）
南
雲
芳
太
郎
宅
（
大
黒
沢
）
宮

沢
政
徳
宅
（
伊
達
）
伊
達
公
会
堂

（
姿
）
姿
分
館
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公
民
館
設
置
3
0
周
年
を
祝
う

　
十
日
町
市
公
民
館
は
、
旧
町
村
時

代
の
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
、
西
寺

町
の
水
月
庵
を
借
用
し
て
の
開
館
か

ら
、
こ
の
ほ
ど
創
立
三
十
周
年
を
迎

え
、
去
る
十
一
月
十
一
日
、
市
民
会

館
ホ
ー
ル
で
記
念
集
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
石
坂
教
育
委
員
長
挨
拶
の
あ
と
、

特
に
公
民
館
活
動
に
功
績
を
残
さ
れ

た
十
七
名
の
方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
永
年
に
わ
た
る
努
力
を
た
た
え

ま
し
た
。
ま
た
、
「
公
民
館
活
動
三

十
年
の
あ
ゆ
み
」
と
題
し
た
ス
ラ
イ

ド
の
上
映
や
、
お
茶
の
水
女
子
大
学

の
吉
田
昇
教
授
の
講
演
「
地
域
を
支

え
る
社
会
教
育
」
等
、
も
り
だ
く
さ

ヂ伽伽伽伽中鵬伽伽伽伽伽吻伽伽伽巾叱囎伽伽㈱助伽伽窪
§oOoOOooOoo　　　　　　　　　　　　　　§

1葉無煮（（（　　　　　旧1
ギ…）’菩蓮選挙　　緊l

l選墓灘耀聯灘晶鐵
鞍財産・教　別等による鷺耀

1撫墨簸議雛響則嚢il

l挙繍難搬欝勇潔1
§てきましたが、大正14年には納税要件　∂蟷欝§
1力轍廃さオLて25歳以上の男子に選挙権がl

lが認められました。　　　けl

l套灘慰難緯1
§その15条および44条で普通選挙を保障　　　§
§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§
§しています。　　　　　　　　　　　　　　　§
輩伽伽伽一助伽伽伽伽⑳中伽伽伽qn伽伽ゆ伽伽吻伽伽崩㊥議

ん
の
内
容
で
し
た
，

現
在
、
公
民
館
を
利
用
す
る
市
民

は
、
年
十
万
人
を
越
え
て
お
り
、
本

館
だ
け
で
な
く
、
各
地
区
館
で
も
活

発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
下
条
地
区
公
民
館
新
築
工

事
も
進
ん
で
お
り
、
三
十
周
年
を
一

つ
の
区
切
り
と
し
て
、
よ
り
い
っ
そ

う
地
域
の
集
い
の
場
と
し
て
利
用
さ

れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
方
（
敬
称
略
）

　
特
別
功
労
者

俵
谷
正
樹
（
文
部
省
社
会
教
育
官
）

横
山
宏
（
国
立
教
育
研
究
所
第
四
研

究
室
長
）
堀
恒
一
郎
（
国
学
院
大
学

助
教
授
）
松
田
鉄
夫
（
県
立
青
少
年

研
究
セ
ン
タ
ー
指
導
員
）
小
海
隆
三

郎
（
高
山
三
）
佐
野
良
吉
（
稲
荷
町

三
丁
目
）
月
岡
健
二
（
錦
町
）
故
酒

井
梅
吉
（
駅
通
り
）

　
講
師

田
村
喜
一
（
昭
和
町
一
）
田
村
泰
宏

（
昭
和
町
三
）
　
当
重
普
子
（
東
枯
木

又
）
松
岡
喜
久
（
関
口
樋
口
町
）
大

島
伊
一
（
水
野
町
）

　
永
年
勤
続
館
長

富
井
清
道
（
六
箇
山
谷
）

　
永
年
勤
続
役
職
員

小
川
元
（
尾
崎
）
春
目
忠
吉
（
樽
沢
）

小
林
勝
平
（
姿
）

　
例
年
十
一
月
頃
に
な
る
と
、
東
京
、

神
奈
川
方
面
等
県
外
に
出
稼
ぎ
に
行

か
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
．

　
今
回
は
、
出
稼
ぎ
と
国
民
年
金
に

つ
い
て
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
最
初
に
、
出
稼
ぎ
に
行
か
れ

る
方
は
、
出
発
前
に
市
役
所
市
民
課

窓
ロ
ヘ
お
い
で
下
さ
い
。
市
民
課
の

窓
口
で
は
、
出
稼
ぎ
者
が
国
民
健
康

出
稼
ぎ
者
が
会
社
を
退
職
さ
れ
る
際

会
社
か
ら
勤
務
期
間
の
証
明
を
も
ら

い
、
本
人
が
市
民
課
窓
ロ
ヘ
こ
の
証

明
書
を
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
．
市
民
課
は
、
こ
の
証
明
に
も
と

づ
き
国
民
年
金
や
農
業
者
年
金
加
入

の
手
続
き
を
と
り
ま
す
．

　
な
ぜ
こ
ん
な
手
続
き
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

保
険
の
加
入
者
で
す
と
、
㊨
と

い
っ
て
遠
隔
地
で
も
国
民
健
康

保
険
が
使
用
で
き
る
保
険
証
を

つ
く
っ
て
お
渡
し
し
ま
す
．
同

時
に
勤
務
期
間
証
明
用
紙
二
枚

を
差
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
う
ち

一
枚
は
、
出
稼
ぎ
先
の
会
社
で

厚
生
年
金
や
健
康
保
険
に
加
入

し
た
場
合
、
会
社
の
事
務
の
方
、

か
ら
就
職
さ
れ
た
日
や
厚
生
年

金
の
記
号
番
号
等
を
記
入
し
て

も
ら
い
、

の
で
す
。
家
族
の
方
は
、

出稼ぎと国民年金

　
　
　
　
家
族
あ
て
に
郵
送
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
証
明

書
と
国
民
健
康
保
険
証
を
添
え
て
市

民
課
窓
ロ
ヘ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
課
で
は
、
出
稼
ぎ
に
行
か
れ

た
方
が
国
民
年
金
や
農
業
者
年
金
加

入
者
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
年
金
に
つ

い
て
喪
失
の
手
続
き
を
と
り
ま
す
。

　
ま
た
、
も
う
一
枚
の
証
明
用
紙
は

て
、

　
そ
れ
は
、
第
一
に
国
民
年
金
と

厚
生
年
金
は
そ
の
勤
務
期
間
が

通
算
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
第
二
は
、
国
民
年
金
や
農
業

者
年
金
の
加
入
者
が
働
き
先
の

会
社
で
厚
生
年
金
に
加
入
し
ま

す
と
、
両
方
で
保
険
料
を
支
払

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
将
来
同
一
人
が
同
期

間
に
つ
い
て
両
方
か
ら
は
年
金

を
も
ら
え
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

こ
の
二
枚
の
勤
務
期
問
証
明
書

は
両
年
金
の
得
喪
関
係
を
処
理
す
る

大
切
な
書
類
で
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
お
早
目
に
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
．
な
お
、
出
稼

ぎ
に
行
か
れ
て
も
働
き
先
の
会
社
で

厚
生
年
金
や
健
康
保
険
に
加
入
し
な

い
場
合
は
、
二
枚
の
勤
務
期
間
証
明

用
紙
は
破
棄
し
て
下
さ
い
。

お出かけや出稼ぎのとき、タバコは市内で買いましょう。
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税
金
に
つ
い
て
の

　
　
　
相
談
・
苦
情
は

　
長
岡
税
務
相
談
室
で
は
、
所
得
税

や
贈
与
税
な
ど
、
税
金
全
般
の
こ
と

に
つ
い
て
出
張
相
談
所
を
つ
ぎ
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
一
切
無

料
で
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
八
目

（
木
）
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
。場
所
　
十
日
町
市
役
所

税
務
相
談
室
へ

　
　
な
お
、
当
日
お
い
で
に
な
れ
な
い

　
方
は
、
つ
ぎ
の
税
務
相
談
室
が
、
い

　
つ
で
も
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

　
し
て
い
ま
す
。

　
長
岡
市
南
町
三
町
目
九
番
一
号

長
岡
税
務
署
内
　
長
岡
税
務
相
談
室

（
盈
〇
二
五
八
ー
三
三
ー
五
二
五
二
）

福
祉
年
金
の
支
払
期
日
を
変
更

　
国
民
年
金
法
の
改
正
で
、
福
祉
年

金
の
支
払
期
日
が
十
二
月
（
希
望
で

十
一
月
）
、
四
月
、
八
月
の
十
一
目

以
降
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
一
月
に
福
祉
年
金
の
支
払
い
を

希
望
す
る
方
は
、
支
払
郵
便
局
へ
福

祉
年
金
証
書
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、

年
金
を
受
け
取
っ
て
下
さ
い
。

新
有
権
者
感
想
文
を
募
集
〃
“

　
自
治
省
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
会

で
は
、
新
成
人
と
し
て
の
感
想
、
考

え
方
並
び
に
成
人
と
な
っ
た
後
経
験

し
た
選
挙
等
で
感
じ
た
こ
と
な
ど
の

感
想
文
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

　国民年金保険料は
　　税金の控除対象になります
1加入者の納めらオした国民年金保険料は、給

　与所得者の年末調整や自営業者などが確定申

　告をするとき、申告書の社会保険料欄に、そ

　の年中に納めた金額を記載することにより、

　その額がまるまる所得額から控除され、所得

　税が減額されることになります。

　　まもなく、年末調整の時期になります。あ

　なたもこの手続きを忘れないように一。
じ

医控除される額

　昭和52年度中に納めたつぎの金額

　（1）定額保険料　52年1月～52年3月までは1

　ヵ月につき1，400円、52年4月～52年12月まで

　が1ヵ月につき2，200円

　（すべて納入して24，000円が限度）

1（2）付加保険料を納めている場合

1　（1）の額に1ヵ月につき400円を加算した額

　（限度は4，800円だから定額保険料と合わせて

　28，800円）

　（3）（1）・（2）のほか、昭和52年度中に納めた未納

1保険料や追納保険料4）総額。なお、確認のた

　め、保険料の領収書によって記入するように

1してください。また、保険料を前納している

　場合については計算を必要としますので必ず

　保険料領収書によって記入してください。

字
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
枚
以

内
応
募
資
格
昭
和
三
十
二
年
一
月
一

日
か
ら
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
も
の

受
付
期
限
　
十
二
月
三
十
一
日

提
出
先
　
市
選
挙
管
理
委
員
会

応
募
上
の
注
意
　
ω
応
募
者
の
住
所

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
お
よ
び
職

業
を
原
稿
の
末
尾
に
明
記
す
る
こ
と

ω
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん

⑥
作
品
は
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
の

た
め
自
由
に
使
用
で
き
る
も
の
と
す

る
こ
と
　
⑥
こ
の
感
想
文
募
集
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
媒
体
名
（
市

報
と
お
か
ま
ち
等
）
を
記
入
す
る
こ

と
。

歯
霧
灘
醗
、
⑬
、
㊥
⑱

樹
懸
繋
覇
　
　
　
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
　
貸
出
文
庫
を
設
置

　
自
動
車
文
庫
「
こ
だ
ま
号
」
も
冬

期
間
は
図
書
貸
出
し
を
休
ま
せ
て
い

た
だ
き
、
か
わ
っ
て
十
一
月
十
五
日

よ
り
各
地
区
に
貸
出
文
庫
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
一
ヵ
所
六
十
冊
位
の
配
本
で
す
。

ゆ
っ
く
り
こ
た
つ
に
入
っ
て
の
読
書

に
、
こ
利
用
ド
さ
い
。
な
お
、
本
の
入

替
は
道
路
事
情
等
を
見
な
が
ら
行
い

ま
す
。

　
貸
出
文
庫
配
本
所

　
飛
渡
コ
ー
ス
　
　
（
池
谷
）
曾
根
昭

治
宅
（
宇
田
ケ
沢
）
水
落
留
吉
宅

（
東
枯
木
又
）
山
田
才
治
郎
宅
　
（
西

枯
木
又
）
春
川
善
七
宅
　
下
条
コ
ー

ス
　
　
（
二
子
）
二
子
冬
期
分
校
（
慶

地
）
慶
地
冬
期
分
校
（
漉
野
）
田
村

正
徳
宅
（
水
口
）
水
口
公
民
館
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

新
田
）
上
新
田
公
民
館
（
願
入
）
願
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

入
冬
期
分
校
　
六
箇
コ
ー
ス
　
　
（
田
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

麦
）
田
麦
公
民
館
（
六
箇
）
六
箇
小
限

学
校
（
塩
ノ
又
）
塩
ノ
又
分
校
（
二
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納

ツ
屋
）
俵
山
弘
宅
（
麻
畑
）
麻
畑
公
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期

民
館
　
川
治
コ
ー
ス
　
　
（
城
之
古
）
4

城
之
古
公
民
館
（
関
根
）
南
雲
一
郎
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税

宅
（
長
里
）
風
間
文
平
宅
美
佐
島
産

コ
ー
ス
　
　
（
江
道
）
開
発
セ
ン
タ
ー
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定

（
津
池
）
津
池
冬
期
分
校
　
（
大
池
）
固

大
池
小
学
校
（
赤
倉
）
赤
倉
分
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税

吉
田
コ
ー
ス
　
　
（
南
鐙
坂
）
鐙
島
保
納

育
所
（
小
泉
）
馬
場
建
設
宅
（
山
谷
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

藤
巻
功
宅
（
稲
葉
）
児
玉
周
作
宅
　
今

中
条
コ
ー
ス
　
　
（
中
条
新
田
）
柑
沢

一
宅
（
市
ノ
沢
）
佐
藤
友
三
郎
宅

（
尾
崎
）
む
つ
み
合
所
　
水
沢
コ
ー

ス
　
　
（
野
中
）
野
中
小
学
校
（
安
養

寺
）
南
雲
芳
太
郎
宅
（
大
黒
沢
）
宮

沢
政
徳
宅
（
伊
達
）
伊
達
公
会
堂

（
姿
）
姿
分
館
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統
計
功
労
者
を
表
彰

　
第
十
一
回
新
潟
県
統
計
大
会
が
、

去
る
十
一
月
十
八
日
長
岡
市
立
劇
場

で
行
わ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
統
計
調

査
に
功
労
の
あ
っ
た
つ
ぎ
の
事
業
所
、

個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
賂
）

　
通
産
大
臣
表
彰

　
㈱
エ
ド
ヤ
　
根
準
紋
織
㈱
　
白
梅

屋
紋
織
㈱

　
通
魔
大
臣
官
房
鵬
査
統
計
部
長
表

彰　
大
久
保
正
勝
（
㈱
エ
ド
ヤ
）
　
根

津
凱
一
（
根
準
紋
織
㈱
）
中
沢
チ

ズ
子
（
白
梅
屋
紋
織
㈱
）

　
新
潟
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

　
小
海
義
輝
（
川
原
町
）
　
小
川
修

平
（
稲
荷
町
三
東
）
　
中
林
順
治
（
稲

荷
町
二
）
　
樋
口
彰
（
山
本
町
一
）

25　　18　　11　　4
日　　日　　日　　日

羅
罫
　
　
　
　
撮
郁
　
，
4
藝
く
、
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村
巌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
際
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
衛
隊
生
徒
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
二
年
度
陸
、
海
、
空
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛
隊
生
徒
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
募
資
格
　
十
五
歳
以
上
十
七
歳
夫

箋
葦
彗
§
§
§
彗
婁
§
§
§
§

ゆ
ず
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
希
望
者
は
、

　
　
　
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
　
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

　
　
　
　
◆
11
再
1
0
日
塞
で
の
憂
付
分
◆

池
田
医
院
（
本
町
西
一
二

　
8
2
の
2
5
8
1
番
皿

山
口
医
院
（
袋
町
中
）
…

　
8
2
の
2
1
7
4
番
…

富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
皿

　
8
2
の
3
2
6
9
番
…

庭
野
医
院
（
神
明
町
）
　
皿

　
　
8
2
の
2
7
1
1
番
…

　
（
土
市
第
四
）
　
水
落
武

須
藤
彦
四
郎
（
川
治
下
町

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
　
名

規
　
　
幅

希
蟹
価
絡

品
　
　
　
　
名

規
　
　
絡

希
望
価
絡

犬
（
チ
ン
オ
ス
三
才
V

一
万
円

ミ
ニ
サ
イ
ク
ル
か
婦
人
車

中
古

五
千
円

座
卓
（
虎
絵
付
き
）

90
。
x
鵬
。

三
万
五
千
円

仏
壇
（
唐
木
・
金
）
貰
さ
監
O
奥
行

舗
O
岡
q
6
6
煽

＋
万
円

ベ
ビ
ー
ペ
　
ッ
ド

（
マ
ッ
ト
付
》

鵬
偶
x
得
O

七
千
円

小
倉
百
人
一
首
ま
な
飯
名
俸

話
し
合
い
で

ガ
ズ
風
呂
（
一
人
用
）

中
古

四
万
円

・
、
、
　
シ
　
　
ン

ボ
9
ン
ホ
ー
ル
の
嗣
。
・
き
る
ら
の

中
古

一
万
円
位

レ
〒
ド
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
）

L
P
五
枚

一
枚
千
円

一献血車日程
と　き　12月1日（木）

　　　《午前10時～午後3時》

ところ　関芳織物（株）

と　き　12月2日（金）

　　　《午前10時～午後3時》

ところ　（株）エドヤ

ー明日といわず今献血しましょう一

満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
男
子
で
、

中
学
校
を
五
十
三
年
三
月
に
卒
業
す

る
見
込
み
の
者
及
び
そ
れ
以
前
に
卒

業
し
た
も
の
。

受
付
　
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日

か
ら
十
二
月
二
十
三
日
ま
で

一
次
試
験
　
昭
和
五
十
三
年
一
月
五

日そ
の
他
　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所

市
民
課
ま
た
は
自
衛
隊
新
潟
地
方
連

絡
部
長
岡
出
張
所
へ

停
電
の
お
知
ら
せ

▼
十
二
月
七
日
困
　
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
、
土
市
の
一
部
（
踏
切
よ

り
姿
方
面
）
、
姿
　
▼
十
二
月
九
日

囹
　
午
前
八
時
半
～
正
午
ま
で
、
高

田
町
五
丁
目
の
一
部
、
城
の
古
の
一

部

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
場
名

対
象
者

参
集
区
城

備
　
　
考

育
児
学
級

並
ぴ
に

四
ヵ
月
児

検
診

12
月
7
日
困

午
後
1
時

　
　
～

　
－
時
半

十
日
町
公
民
館
団
年
8
月

生
れ
の
者

全
　
域

育
児
学
級

身
体
測
定

内
科
検
診

3
歳
児
検

診

12
月
8
日
困

午
後
－
時

　
　
～

　
　
2
時
半

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
49
年
6
月

生
れ
の
者

全
　
域

3
歳
6
ヵ
月
児
を
対

象
に
実
施
し
ま
す
．

個
人
通
知
が
な
く
て

も
、
該
当
月
の
方
は

お
い
で
く
だ
さ
い
。

育
児
相
談

⑫
月

14
日
困

午
後
－
時
半

　
　
～

　
2
時

＋
日
町
公
民
館
諺
年
6
月

　
～
　
7
月

生
れ
の
者

十
日
町

大
井
田

　
　
　
地
区

川
　
治

六
　
箇

奮
定
保
育
に
つ
い
て
の
相

談

青少年の心の健康を考える

近、青少年の自殺や非行の年少化傾向が目立って
した。物事に対する無気力、無感動という妙な病

象も多くなってきています。

亜］は身体も心も大人へ向って大きく変化する時

いえます。その変化に対して他と比較する目が強

る時期であり、両親から独立して社会的に自分が
あ’、た「）よいか友人や先生、小説等をモデルとし

分の中にと1）入れて学んだり、模倣する時代とい

しよう。

藝亘］は、潔癖さが強く表面に出る特徴がある反面

塗と怠け》《権力への抵抗と甘え》《清潔と不潔》

うように相反するものが同居している時代です。

期とは“行き先きの書いてないキップをもって乗

え口に出てきた状態”であり、バランスがくずれ

気にどちらかに行動する場合があります。

コといわれる人も一度は通ってきた道のりです。

年を見る視角を少しかえて対処することも大切な

でしょう。

　最近、

きました

的現象も

函期といえ
くなる時

どうあつ

て自分の

えましよ

圃《勤勉と属
というよ

青年期と

りかえ口

て一気に

区コと
青少年を

ことでし

　そして、問題解決が困難な時は、早期に専門医の相

談を受けることが大切です。

○
…
…

…
…
と
ヒ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
・
・

－
○

　
　
粘

　
　
舗
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歳
末
た
す
け
あ
い
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
共
同
募
金
の
歳
末
た
す
け
あ
い
に

つ
い
て
は
、
先
般
み
な
さ
ま
方
よ
り

多
額
の
善
意
を
よ
せ
て
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
百
四
十
二
万
八
百
円
の
尊
い
浄
財

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の

資
金
に
よ
り
次
の
と
お
り
歳
末
慰
問

を
実
施
し
ま
し
た
。

、
　
　
｝

　
固
定
資
産
税
の
課
税
対

象
と
な
る
宅
地
は
、
住
宅

用
地
（
住
宅
の
用
に
供
す

る
宅
地
）
と
非
住
宅
用
地

（
工
砺
、
事
務
所
等
に
供

す
る
宅
地
）
に
区
分
し
課

税
さ
れ
、
住
宅
用
地
は
非

住
宅
用
地
に
比
べ
税
制
上

の
優
遇
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
固
定
資
産
税
の
賦
課

期
日
で
あ
る
昭
和
五
十
三

年
一
月
一
日
前
一
年
以
内

に
土
地
及
び
家
屋
を
次
の

と
お
り
異
動
し
た
方
は
昭

和
五
十
三
年
一
月
二
十
日

ま
で
に
市
役
所
税
務
課
固

区　　　分 件数 金　額（円）

被保護世帯 109 218，000

要保護世帯 103 412，000

ねたきり老人 104 260，000

重度身障者（児） 58 145，000

長期入院者 75 112，500

〃（夏期慰問支給者） 69 82，800

長期施設入所者 127 190，500

計 645 1，420，800

定
資
産
税
係
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

（
用
紙
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
）
く

わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
税
務
課
固
定

資
産
税
係
（
魯
七
⊥
一
二
一
一
番
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
土
地
及
び
家
屋
の
臭
動

　
■
住
宅
用
地
を
売
買
し
た
場
合

　
■
他
の
地
目
か
ら
宅
地
に
地
目
変

更
し
住
宅
用
地
と
し
て
使
用
し
て
い

る
場
合

　
■
非
住
宅
用
地
に
家
屋
を
新
築
ま

た
は
増
築
し
、
土
地
の
状
況
が
住
宅

用
地
に
な
っ
た
場
合

　
■
住
宅
を
取
り
こ
わ
し
た
ま
ま
の

も
の
及
び
家
屋
の
用
途
変
更
に
よ
り
住

宅
が
事
務
所
や
店
舗
に
な
っ
た
場
合

　昭和53年出初式のお知らせ
昭和53年出初式をつぎのとおり行います。

当日は早朝から警鐘を点打いたします。

水
　
　
　
　
沢

下
条
六
箇

中
条
山
地

中
条
平
場

四　十
日　日

町町
●　　　　　●

吉川
田治

地
区
名

　一
　月
午十
前七
十　日

時㈹

　一
　月
午七
前日
十団
時

　一
　月
午四
前　日

十困
時

　一
　月
午四
前日
十困
時

　一
　月
午十
前六
十　日

時旧）

　一
　月
午八
前日
十㈲
時

日
時

水
沢
出
張
所

下
条
公
民
館

六
箇
保
育
所

克
雪
セ
ン
タ
1

中
条
島
公
民
館

市
民
会
館

場
所

冬
期
踏
切
事
敵
防
止
に
ご
協
力
を

　
国
鉄
で
は
、
現
在
踏
切
の
保
安
設

備
を
順
次
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
飯

山
線
に
つ
い
て
は
踏
切
の
間
隔
が
小

さ
い
た
め
、
場
所
に
よ
っ
て
は
踏
切

保
安
装
置
の
設
置
が
、
一
箇
所
だ
け

独
立
し
て
設
備
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
、
二
箇
所
な
い
し
三
箇
所
連
動
設

備
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
あ
る
一
点
に
列
車
又

は
除
雪
車
両
が
差
し
か
か
る
と
、
二
．

三
箇
所
の
踏
切
警
報
機
が
鳴
っ
た
り
、

遮
断
棒
が
降
下
し
た
り
し
ま
す
。

　
特
に
、
除
雪
車
両
で
線
路
の
除
雪

を
す
る
と
き
は
、
踏
切
の
遮
断
時
問

が
長
く
な
り
ま
す
。

　
警
報
機
が
鳴
り
、
ま
た
遽
断
棒
が

降
下
し
て
い
る
と
き
は
必
ず
停
止
し

て
く
だ
さ
い
。（

十
日
町
保
線
支
区
長
）


